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令和元年 第１１回高鍋町農業委員会 総会議事録 

１．開催日時  令和元年 １１月２７日（水）午後２時から 

 

２．開催場所  高鍋町役場 第３会議室 

 

３．出席委員  農業委員        ７名 

        農地利用最適化推進委員 ７名 

農業委員 

   １番 大福 裕子   ２番 幸妻 正浩   ３番 森 淸一 

   ５番 宇治橋 俊美  ６番 二宮 國光   ７番 松崎 久範 

    会長 坂本 弘志 

農地利用最適化推進委員 

   １番 松井 正一郎  ２番 永友 祥一   ３番 山口 裕三 

   ５番 永友 定己   ６番 木浦 由子     ７番 宮越 美秋 

８番 橋口 卓史 

 

４．議事日程 

第１  議事録署名委員及び会議書記の指名 

第２  会期の決定（別記のとおり） 

第３  諸報告 

第４  議案第５５号 農地移動適正化あっせん事業について 

第５  議案第５６号 農地法第５条第１項の規定による許可申請書承認に

ついて 

第６  議案第５７号 非農地証明交付申請の承認について 

第７   議案第５８号 農業経営基盤強化促進法に基づく農地利用集積計画

の決定について 

 

６．事務局職員  事務局長  飯干 雄司   主  査  佐野 由美 

         係  長  兵藤 衣重    

 

（開会１３時５８分） 
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［事務局] 

みなさんこんにちは。定刻よりちょっと早いですけれども、ただ今から、令

和元年第１１回高鍋町農業委員会総会を開会いたします。 

それでは、会の進行を坂本会長、よろしくお願いいたします。 

 

［議長］ 

はい、それでは始めたいと思います。 

本日は、農業委員７名全員が出席です。農業委員会等に関する法律第２７条

第３項の規定により、総会は成立しております。農地利用最適化推進委員は、

７名全員が出席です。 

本日は、農業委員会等に関する法律第３１条第１項及び高鍋町農業委員会会

議規則第１１条の規定に該当する案件がございます。議案討論の際に申しあげ

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

これより議事に入ります。 

日程番号１、議事録署名委員及び会議書記の指名を行います。高鍋町農業委

員会 会議規則 第１２条第１項の規定による議事録署名委員につきましては、

議長指名とさせていただきます。 

本日の議事録署名委員には、２番幸妻正浩委員、３番森淸一委員を指名いた

します。なお、本日の会議書記には、事務局職員の兵藤衣重係長を指名いたし

ます。 

 日程番号２、会期の決定につきましては別記のとおり本日１１月２７日の１

日間といたします。 

日程番号３、諸報告を事務局に求めます。 

 

[事務局] 

 はい。事務局です。１１月の業務報告及び１２月の業務計画についてご説明

いたします。資料の２ページをお開きください。主なもののみご説明いたしま

す。 

まず初めに、１１月の業務報告についてでございます。 

８日には、新富町において女性農林漁業者ネットワーク交流会が開催され、

大福委員と木浦推進委員が出席しております。また、宮崎市において、宮崎県



 

3 

 

農地中間管理事業推進大会が開催され、１０名の委員さん及び事務局が出席を

しております。 

１１日には、竹鳩地区の人・農地プランの話し合いに坂本会長と宮越推進委

員、事務局からは兵藤係長が出席しております。 

２８日及び２９日には、東京都において全国農業委員会会長代表者会及び宮

崎県選出国会議員要請活動が行われ、坂本会長が出席いたします。 

１１月の総会関係でございますが、現地調査は２０日、総会が本日２７日、

また、総会終了後には、農業経営改善等対策会議が開催されることとなってお

りますので、よろしくお願いします。  

次に、１２月の業務計画について、ご説明いたします。 

３日には、高鍋町新農業振興対策協議会農政部会が開催され、会長が出席い

たします。 

５日から１７日の予定で、高鍋町議会第４回定例会が開催されます。 

１２月の総会関係でございますが、１９日が現地調査、２６日が総会という

予定になっております。また、総会終了後には、農業経営改善等対策会議が開

催されますので、よろしくお願いします。 

業務計画は以上でございます。 

 

 ３ページをお開きください。「県進達経過報告」を申しあげます。 

４条１件、５条４件いずれも問題なく許可となっております。 

 

 ４ページをお開きください。「農地法第１８条第６項の規定による通知につい

て」は、ご覧のとおりです。 

２番については、本日の議案第５８号に関連しております。ご確認ください。 

 

［議長］ 

ただいまの報告並びに２ページから４ページについて、ご意見、ご質問はご

ざいませんか。 

 それでは、質問等がないようですので、以上で諸報告を終わります。 
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日程番号４、議案第５５号「農地移動適正化あっせん事業について」を議題

とします。 

農地移動適正化あっせん事業実施要項９のアの規定による申し出について、

事務局より議案の説明をお願いします。 

 

［事務局］ 

はい、１番。 

令和元年１１月５日、売り渡しの申し出です。 

申出者、○○○○。農地の所在、大字○○字○○＊＊＊＊番。畑、２，３６

９㎡。                            

 ２番。 

 令和元年１１月８日、売り渡しの申し出です。                                    

申出者、○○○○。農地の所在、大字○○字○○＊＊＊＊番。田、１，０２

４㎡。                            

 ３番。 

 令和元年１１月８日、売り渡しの申し出です。                                    

申出者、○○○○。農地の所在、大字○○字○○＊＊＊＊番。田、１，０４

８㎡。                            

 ４番。 

 令和元年１１月１４日、売り渡しの申し出です。                                    

申出者、○○○○。農地の所在、大字○○字○○＊＊＊＊番。畑、４，６９

２㎡。ほか１筆。                           

 ５番。 

 令和元年１１月１４日、売り渡しの申し出です。                                    

申出者、○○○○。農地の所在、大字○○字○○＊＊＊＊番。田、７６８㎡。

ほか１６筆。                           

この申し出につきまして、あっせん委員の指名をお願いいたします。 

 

［議長］ 

ただ今説明が終わりましたが、ご意見、ご質問はございませんか。 

それでは、あっせん委員の指名をいたします。 

 

１番、売り渡し申し出。 
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担当委員、６番木浦由子推進委員。順番委員、１番松井正一郎推進委員。 

２番、売り渡し申し出。 

担当委員、７番宮越美秋推進委員。順番委員、２番永友祥一推進委員。 

３番、売り渡し申し出。 

担当委員、７番宮越美秋推進委員。順番委員、３番山口裕三推進委員。 

４番、売り渡し申し出。 

担当委員、１番松井正一郎推進委員。順番委員、５番永友定己推進委員。 

５番、売り渡し申し出。 

担当委員、７番宮越美秋推進委員。順番委員、６番木浦由子推進委員。 

 

よろしくお願いいたします。 

 

日程番号５、議案第５６号「農地法第５条第１項の規定による許可申請書承

認について」を議題とします。 

 

１番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

［事務局］ 

２１ページをお開きください。 

議案第５６号「農地法第５条第１項の規定による許可申請書承認について」

です。 

 

１番。 

農地の所在、大字○○字○○＊＊＊＊番。畑、１，４４７㎡。所有権移転で

す。 

譲渡人、〇〇〇〇。譲受人、〇〇〇〇。転用目的は、宅地分譲です。 

担当の二宮委員よりご説明をお願いいたします。 

 

［議長］ 

はい、６番。 

 

［６番］ 

６番。２３ページを見てください。２３ページを縦長にして見ていただきま

すと、色付けしてある土地がありますが、その右側の方の所です。〇〇の右側

の所です。 

申請の理由は、ここに５区画の分譲宅地を造成するということになっており
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ます。 

申請者は、不動産会社を経営しているわけですけども、その会社の代表であ

る申請人は、会社名ではなくて個人名で申請をしております。 

汚水は合併浄化槽、雨水は側溝に流すということになっています。 

事業費は、土地代が〇〇〇〇円、造成費が〇〇〇〇円ちょうどで、全額融資

を受けることになっています。以上です。 

 

「議長」 

はい、事務局から補足する事がありましたらお願いします。 

 

［事務局］ 

はい。申請地は、都市計画用途区域、第１種住居区域に用途区域が定められ

た地区にある農地であることから、第３種農地と判断されます。第３種農地は

転用許可対象となっております。 

 

［議長］ 

ただ今説明が終わりましたが、ご意見、ご質問はございませんか。 

それでは質問もないようですので、採決いたします。本件原案のとおり承認

することに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり承認と決定いたしました。 

 

２番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

［事務局］  

はい、２番。 

農地の所在、大字〇〇字〇〇＊＊＊＊番＊、田、９０７㎡。賃貸借です。 

貸付人、〇〇〇〇。借受人、〇〇〇〇。転用目的は、〇〇、駐車場です。 

担当の二宮委員よりご説明をお願いいたします。 

 

[議長] 

はい、６番。 

 

[６番] 

６番。２７ページを見てください。 

〇〇の西側に駐車場がありますが、その、さらに西側です。 

この申請は、この申請地の隣に今年開業した〇〇がありますが、そこのため
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の〇〇を造るということになってます。あわせて、その駐車場を整備するため

に、２５年の賃借権を設定するというものです。 

この現在ある〇〇は、昨年１０月の総会に５条の賃貸借の議案として出され

て、〇〇を建てたばかりです。今年開業したはずです。 

昨年１０月のこの〇〇の開業者の５条の申請内容を確認したところ、〇〇の

建築と駐車場整備するということの他に、あわせてこの敷地内に５０㎡の〇〇

を造るという計画を出してきてた訳ですけども、その計画をほごにして信義則

を破って、調剤薬局を作らなかったわけです。で、今回の申請になってるわけ

です。 

生活排水は、公共下水道がありますし、雨水については、排水溝に流すとい

うことになってます。 

事業費ですが、土地造成費と建築費とあわせて、〇〇〇〇円ということにな

っています。融資書類は、どういう訳か〇〇〇〇円ということになってます。 

賃貸借料は、○○開設後は、まだできてませんので開設後は月〇〇〇〇円と

いうことになってます。以上です。 

 

[議長] 

はい、事務局から補足することがありましたらお願いします。 

 

[事務局] 

はい。申請地は、都市計画用途区域、第１種住居区域に用途地域が定められ

た地区にある農地であることから、第３種農地と判断されます。第３種農地は

転用許可対象です。 

 

[議長] 

ただ今説明が終わりましたが、ご意見、ご説明はございませんか。 

それでは、質問もないようですので、採決いたします。本件原案のとおり、

承認することに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり承認と決定いたしました。 

 

次に日程番号６、議案第５７号「非農地証明交付申請の承認について」を議

題とします。 

 

１番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

［事務局］ 
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 ３２ページをお開きください。 

議案第５７号「非農地証明交付申請の承認について」です。 

 

１番。 

農地の所在、大字〇〇字〇〇＊＊＊＊番、畑、４７２㎡。 

 所有者、〇〇〇〇ほか１名。非農地の事由は、農地法施行（昭和２７年１０

月２１日）以前から農地以外の土地であるためです。 

 担当の二宮委員よりご説明をお願いいたします。 

 

［議長］ 

はい、６番。 

 

［６番］ 

６番。まず、場所ですが３４ページを見てください。３４ページを縦長で見て 

いただきますと、左下の方に〇〇の信号があります。この信号から〇〇に向か

って進んですぐ右手です。 

登記簿上の地目は、畑になっているわけですが、現況は砂利敷きになってい

ます。 

この土地が非農地であるか否かっていう判断材料を探してみると、まず１つ

は、非農地の証明願いの様式は、複数の選択肢の中から一つを選択するという

様式になっています。 

その選択肢の中の１つである、農地法施行以前から農地以外の土地であると

いう項目を選択しているわけです。つまり、昭和２７年以前からこの土地は農

地ではなかったと、主張しているわけです。 

しかし、地目がなぜ農地になっているのか、という直接の説明材料が何もあ

りません。 

２つ目が、事務局から以前この土地に家があったという説明がありました。 

３つ目は、現在の土地の所有者２名は、その母親から相続を受けて所有者に

なっているということです。 

これらのことから、この土地が農地ではなかったことを、推測するなり確認

するなりしなければならない、ということになる訳です。 

それで、この土地の元の所有者である母親、被相続人ですね、この被相続人

がどこで生まれたのかということを調べました。すると母親は、戸籍簿上では、

この申請されてる土地で生まれてる、ということが確認できました。 

この被相続人である母親は、昭和４年の生まれですから、農地法施行以前の

今から約９０年前には、この土地には、ここで生まれたということですから、
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この土地には家があった、ということが推測できるわけです。 

さらに、時代が下がって、課税台帳を見てみたところ、昭和３５年に１棟、

昭和３６年に１棟、合わせて２棟の木造の建物が造られまして、平成１０年に

はまだ存在していたということになっています。１１年以降については分かり

ません。 

この建物は、農地に建てられたために地目が農地になっているのか、それと

も、この建物を昭和１１年以降に取り壊した後に農地として耕作した時期があ

ったために、現況主義で地目が農地になっているのかということは不明です。

以上です。 

 

［議長］ 

はい、事務局及び担当委員の説明が終わりました。ご意見、ご質問はござい

ませんか。 

それでは、質問もないようですので、採決いたします。本件原案のとおり決

定することに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。 

 

次に日程番号７、議案第５８号「農地経営基盤強化促進法に基づく農地利用

集積計画の決定について」を議題とします。 

 

まず、所有権移転。次の１番の案件につきましては、所有権の移転を受ける

者が森淸一委員本人であるため、農業委員会等に関する法律第３１条第１項及

び高鍋町農業委員会会議規則第１１条の規定により、森委員につきましては、

この案件に参与することができませんので、退室をお願いいたします。 

 

【森 淸一 委員 退室】 

 

それでは、１番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

［事務局］ 

はい、１番。 

農地の所在、大字〇〇字〇〇＊＊＊＊番。畑、１，３００㎡。 

 所有権の移転する者、〇〇〇〇。所有権の移転を受ける者、〇〇〇〇。 

担当の永友定己推進委員よりご説明をお願いします。 

 

［５番］ 
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はい。 

 

［議長］ 

はい、推進委員５番。 

 

[５番] 

５番、説明いたします。所有権の移転で、〇〇〇〇さんから〇〇〇〇さんへ

の有償移転です。 

申請地は、〇〇を上って〇〇の手前、２００メートルの左側です。 

１，３００㎡の畑で、価格は〇〇〇〇円です。以上です。 

 

［議長］ 

事務局及び担当推進委員の説明が終わりました。ご意見、ご質問はございま

せんか。 

それでは、質問もないようですので、採決いたします。本件原案のとおり決

定することに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。 

〇〇〇〇委員は、席へお戻りください。 

 

 【森 淸一 委員 入室】 

 

続きまして、２番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

［事務局］ 

はい、２番。 

農地の所在、大字〇〇字〇〇＊＊＊＊番。田、１，４２３㎡。ほか１筆。 

 所有権の移転する者、〇〇〇〇。所有権の移転を受ける者、〇〇〇〇。 

担当の永友定己推進委員よりご説明をお願いします。 

 

［５番］ 

はい。 

 

［議長］ 

推進委員５番。 

 

［５番］ 



 

11 

 

５番、説明いたします。所有権の移転で、〇〇〇〇さんから〇〇〇〇さんへ

の有償移転です。 

申請地は、〇〇の信号を東へ２５０ｍ行った右側と、左へ１００ｍ行った２

か所です。 

２，５１５㎡の水田です。価格は、〇〇〇〇円です。以上です。 

 

［議長］ 

事務局及び担当推進委員の説明が終わりました。ご意見、ご質問はございま

せんか。 

はい、それでは、質問もないようですので、採決いたします。本件原案のと

おり決定することに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は原案のとおり決定いたしました。 

 

３番の案件につきまして、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

［事務局］ 

はい、３番。 

農地の所在、大字〇〇字〇〇＊＊＊＊番。畑、４，７７９㎡。ほか１筆。 

 所有権の移転する者、公益社団法人宮崎県農業振興公社。所有権の移転を受

ける者、〇〇〇〇。 

担当の宮越推進委員よりご説明をお願いします。 

 

［議長］ 

はい、推進委員７番。 

 

［７番］ 

推進委員７番。説明いたします。 

公益社団法人宮崎県農業振興公社と、〇〇〇〇さんとの有償所有権移転です。 

申請地は、〇〇坂を行く途中を〇〇の方向に上って行きます。そのままずっ

と上っていくと〇〇がありますけども、その周りの畑になるんですけども、一

番最初の交差点を１０ｍほど進むと、西側の方に茶畑があります。申請地はそ

こになります。 

２つありますけども、西側２００ｍぐらい連なって申請地の場所はございま

す。その一か所周辺に茶畑が、お茶が植わっておりました。 

前から、そういった購入の話が、今回、そういった案件の話が持ち上がりま

した。 
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〇〇〇〇さんは、お茶農家で、認定農業者でもあります。 

価格は、８,０７９㎡に対して、〇〇〇〇円です。 

 

［議長］ 

はい、事務局及び担当推進委員の説明が終わりました。ご意見、ご質問はご

ざいませんか。 

それでは質問もないようですので、採決いたします。本件原案のとおり決定

する事に賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。 

 

次に、利用権設定です。 

まず、すべての議案についての説明を行ったのちに、一括してご意見、ご質

問をお伺いし、そのあとに採決の賛成委員の挙手により行う形で進めてまいり

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

１番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

［事務局］ 

はい、１番。 

農地の所在、大字〇〇字〇〇＊＊＊＊番。田、７９６㎡。 

 利用権を設定する者、〇〇〇〇。利用権の設定を受ける者、〇〇〇〇。 

担当の永友祥一推進委員よりご説明をお願いします。 

 

［議長］ 

はい、推進委員２番。 

 

[２番] 

はい、２番永友です。説明します。 

〇〇〇〇さんと〇〇〇〇さんとの期限切れによる再設定の申請です。 

申請地は、○○の〇〇の南にある、〇〇という集合住宅のまだ南にある田ん

ぼです。飼料稲を刈った跡がありました。 

期間は６年。借地料は、１０ａ当たり籾〇〇㎏です。以上です。 

 

［議長］ 

２番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 



 

13 

 

［事務局］ 

はい、２番。 

農地の所在、大字〇〇字〇〇＊＊＊＊番。田、４３８㎡。ほか４筆。 

 利用権を設定する者、〇〇〇〇。利用権の設定を受ける者、公益社団法人宮

崎県農業振興公社。 

担当の宮越推進委員よりご説明をお願いします。 

 

［議長］ 

はい、推進委員７番。 

 

[７番] 

はい。推進委員７番、説明いたします。〇〇〇〇さんと公益社団法人宮崎県

農業振興公社との、新規での利用権貸借です。 

申請地は、〇〇の西側の道路を北の方に５０ｍほど行った西側に申請地はご

ざいます。 

現状は、ロータリーがかけられていました。５筆資料では書いてあるんです

けれども、現状は一区画という形になっていました。 

期間は５年で、賃借料は〇〇〇〇円です。以上です。 

 

［議長］ 

それでは、３番の案件について事務局より議案の説明をお願いします。 

 

［事務局］ 

はい、３番。 

農地の所在、大字〇〇字〇〇＊＊＊＊番。畑、７９０㎡。ほか６筆。 

 利用権を設定する者、〇〇〇〇。利用権の設定を受ける者、公益社団法人宮

崎県農業振興公社。 

担当の橋口推進委員よりご説明をお願いします。 

 

［議長］ 

推進委員８番。 

 

［８番］ 

推進委員８番、説明します。〇〇〇〇さんから公益社団法人宮崎県農業振興

公社への利用権貸借になります。 

相対で借りていた〇〇〇〇さんが、所有者の申し出を受けて作をあげたため、
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農地中間管理事業を活用したものです。 

期間は５年で、賃借料は１０ａあたり〇〇〇〇円です。 

場所は、〇〇を〇〇へ向けて北進しますと、右側に〇〇があり、そこを右折

して５０ｍ先の左側に〇〇があります。そこの横周辺に１筆１枚と、２筆で１

枚は別々にあり、あとの４筆はまとまって道を挟んで前にあります。 

現状は雑草が３０㎝程度生えて、耕作されていませんでした。以上です。 

 

［議長］ 

４番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

［事務局］ 

はい、４番。 

農地の所在、大字〇〇字〇〇＊＊＊＊番。田、８０６㎡。 

 利用権を設定する者、〇〇〇〇。利用権の設定を受ける者、公益社団法人宮

崎県農業振興公社。 

担当の宮越推進委員よりご説明をお願いします。 

 

［議長］ 

推進委員７番。 

 

［８番］ 

はい、推進委員７番。説明いたします。〇〇〇〇さんと公益社団法人宮崎県

農業振興公社との新規の利用権貸借です。 

申請地は、〇〇西側の道を挟んだすぐ横隣りになります。 

現状は雑草が生えていて、管理されていない状態ですが、今後借り手の方と、

また作ができるような感じをしていってもらえるんじゃないかなと思っており

ます。 

期間は５年で、賃借料は８０６㎡で〇〇〇〇円です。以上です。 

 

［議長］ 

５番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

［事務局］ 

はい、５番。 

農地の所在、大字〇〇字〇〇＊＊＊＊番。畑、１４８㎡。ほか１筆。 

 利用権を設定する者、○○○○。利用権の設定を受ける者、公益社団法人宮
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崎県農業振興公社。 

担当の永友祥一推進委員よりご説明をお願いします。 

 

［議長］ 

はい、永友祥一推進委員、お願いします。 

 

［２番］ 

２番、説明します。今まで相対契約だったものを、今回から〇〇〇〇さんと

県農業振興公社との利用権貸借に変える申請です。 

申請地は、〇〇橋南詰のすぐ横にある畑で、千切りの棚がもう既に作ってあ

りました。 

期間は１０年、借地料は１０ａあたり〇〇〇〇円です。以上です。 

 

［議長］ 

６番の案件について、事務局より説明をお願いします。 

 

［事務局］ 

はい、６番。 

農地の所在、大字○○字○○＊＊＊＊番。田、１，９１５㎡。 

 利用権を設定する者、〇〇〇〇。利用権の設定を受ける者、公益社団法人宮

崎県農業振興公社。 

担当の永友定己推進委員よりご説明をお願いします。 

 

［議長］ 

推進委員５番。 

 

［５番］ 

５番、説明いたします。〇〇〇〇さんから、農地中間管理事業を使っての公

益社団法人宮崎県農業振興公社への利用権の貸借です。 

農地の場所は、〇〇の○○から東へ１５０ｍ行った〇〇のところで、１，９

１５㎡の水田でロータリーがかけられていました。期間は１０年です。以上で

す。 

 

［議長］ 

全ての案件について、事務局及び担当推進委員の説明が終わりました。 

ご意見、ご質問はございませんか。 
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それでは質問もないようですので、１件ごとに挙手により採決をいたします。 

 

１番の案件について、本件原案のとおり決定することに賛成委員の挙手を求

めます。 

挙手全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。 

 

２番の案件について、本件原案のとおり決定することに賛成委員の挙手を求

めます。 

挙手全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。 

 

３番の案件について、本件原案のとおり決定することに賛成委員の挙手を求

めます。 

挙手全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。 

 

４番の案件について、本件原案のとおり決定することに賛成委員の挙手を求

めます。 

挙手全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。 

 

５番の案件について、本件原案のとおり決定することに賛成委員の挙手を求

めます。 

挙手全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。 

 

６番の案件について、本件原案のとおり決定することに賛成委員の挙手を求

めます。 

挙手全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。 

 

 

 

以上で、本日の議案の審議、すべてを終わりました。これをもちまして、令

和元年第１１回高鍋町農業委員会総会を閉会いたします。 

 

                          (閉会１４時３５分) 

 

             


